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はじめに  本報告書は，広島県障害者自立支援協議会の専門部会である「医療ケア児支援部会」（以下「当部会」）における平成 30 年度の検討結果を報告書として取りまとめたものである。 当部会への付託事項は，次の項目である。  ○ 医療的ケア児（者）及びその家族への支援体制等の検討   ◆部会開催状況 

  

開催日程 主な議題 第１回 平成 30 年 9 月 13 日 ○ 医療的ケア児と，その家族が身近な地域で支援を受けられる体制の整備に関する方策について 
第２回 平成 31 年 3 月 1 日 ○ 医療的ケア児（者）支援における課題と支援方策について 
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第１ 医療的ケア児（者）に対する支援について  １ 圏域ブロック会議の開催 医療的ケア児（者）及びその家族の支援における課題について，当部会及び各障害保健福祉圏域で開催するブロック会議で協議を行った。  

  【参考】圏域ブロック会議について         ２ 医療的ケア児等コーディネーター養成研修の実施   地域において医療的ケア児等の支援を総合調整する者を養成するための研修を実施する。   【平成 30 年度開催状況】 ○日程：４日間（講義 2/20･21，演習 3/6･7） ○受講者：各市町から推薦を受けた相談支援専門員，市町の保健師等  36 名    ○内容     ・医療的ケア児の具体的な医療的ケアについて     ・ＮＩＣＵからの移行支援，家族支援の要点等について     ・訪問看護やリハビリテーションについて     ・計画相談に必要な福祉制度や関係機関との連携について ・本人・家族の思い，ニーズ，ＱＯＬについて     ・事例をもとにした計画作成の演習  等 ○その他     県ホームページにおいて，受講修了者の氏名，事業所名等を掲載し，コーディネーターを配置している事業所の周知を図る。  

圏 域 日 程 メンバー 広 島 平成 31 年 1 月  7 日 ・重症心身障害児（者）施設の相談員等 ・各圏域の市町から推薦を受けた医療的ケア児に関わりのある訪問看護ステーション，相談支援事業所，障害福祉サービス事業所等 
広島西 平成 30 年 12 月 4 日 呉 平成 30 年 12 月 19 日 広島中央 平成 30 年 11 月 29 日 尾 三 平成 30 年 11 月 27 日 福山・府中 平成 31 年 1 月  9 日 備 北 平成 30 年 12 月 11 日 医療的ケア児支援部会 平成 30 年 9 月 13 日 P６のとおり 

相談支援・ 研修部会 就労支援部会 障害者差別解消支援地域協議会 療育部会 医療的ケア児支援部会 広島県障害者自立支援協議会 
圏域ブロック会議（医療的ケア児数や医療・福祉資源等の地域偏在が生じていることから，７つの障害 保健福祉圏域ごとに保健医療・重症心身障害児者施設の関係者や，市町担当者等で構成） 
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 ３ 医療型短期入所施設補助事業の実施   第 1回の当部会で協議を行い，圏域ブロック会議でも要望が多かったため，家族の病気や学校行事等の介護困難な期間に医療的ケア児（者）が医療機関等へ短期入所利用できるよう，平成 31年度から医療型短期入所施設補助事業を実施する。  【医療型短期入所施設補助事業】 １ 現状・課題 （医療的ケア児(者)の状況） ➢ 医療技術の進歩等を背景として，ＮＩＣＵ(Neonatal Intensive Care Unit新生児集中治療室)等に長期間入院した後，引き続き人工呼吸器や胃ろう等を使用し，たんの吸引や経管栄養などの医療的ケアが日常的に必要な障害児(者)が全国的に増加している。       （県内の医療的ケア児(者)に対応可能な医療型短期入所施設の状況） 【尾三圏域】医療型短期入所施設がない。 【備北圏域】未就学児，人工呼吸器に対応していない。  【医療型短期入所施設数（定員）】 広島 ３（１２） 広島西 ３（ ３） 呉 １（ ８） 広島中央 ３（１０） 尾三 ０（ ０） 福山・府中 １（ ６） 備北 １（ ４）     ２ 事業内容 受入施設が不足している尾三圏域及び備北圏域において，病床を活用した医療型短期入所事業を実施する医療機関に対して，未利用日数に対する収入相当額を補助し，短期入所の定員を確保する。  （平成 31(2019)年 10月開始予定） ・尾道市立市民病院：定員１名（利用市町：尾道市，三原市，世羅町，府中市） ・市立三次中央病院：定員２名（利用市町：三次市，庄原市，安芸高田市，世羅町，尾道市） 

※定員数：施設併設型として，短期入所事業 申請認可された施設の集計。 
【平成 29年 厚生労働科学研究 田村班報告[医療的ケア児(20 歳未満)のみ推計]】 全国:18,272人(直近 10年でほぼ倍増) 広島県:422人 
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 第２ 医療的ケア児支援に係る課題について（部会・圏域ブロック会議意見まとめ）             
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

さらなる人材・環境の拡充 

 

人材・対応可能施設の確保 
防災体制の構築 医療型短期入所施設 拡充 

時間 

時間 

資源マップの作成 連携体制の構築    医療 
教育・保育 

福祉 
国・県・市町 

本人・家族 

【日常からの取組】 安否確認システム構築（避難情報発信を含む） 福祉避難所の確保 充電設備の確保（停電時） 

医療機器メーカー 
在宅訪問対応スキルアップ研修 NICU 退院時の在宅移行支援 

【課題】※特に中山間地域 福祉サービス報酬の見直し等 Ex.新規事業所の立ち上げ支援 研修受講中の代替人員の確保 

コーディネーター養成研修の拡充 入浴支援ニーズへの対応 

通院・通学等の利便性向上 

長期入所施設・グループホームでの受入に向けた整備 

民生委員 警察 監護後見人制度 （手術・入院） 
コーディネーターコーディネーターコーディネーターコーディネーター    消防 

退院後の生活支援（日中一時預かり等） 

親の高齢化・亡き後を 見据えた環境づくり 
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平成 30 年度広島県障害者自立支援協議会医療的ケア児支援部会 委員名簿 

 

 

 

 

区分 氏 名 所 属 部会長 森 美喜夫 （協議会委員） (一社)広島県医師会 常任理事 委 員 岡崎 富男 (社福)広島県リハビリテーション協会  重症心身障害児者 医療福祉センター ときわ呉 施設責任者  委 員 小野 厚 市立三次中央病院 小児科医長 委 員 加藤 聰 (社福)三篠会 重症児・者福祉医療施設 鈴が峯 施設長 委 員 河原 信彦 (独法)国立病院機構 広島西医療センター 統括診療部診療部長 委 員 斉藤 俊秀 県立福山若草園 園長 委 員 坂尾 良一 (独法)国立病院機構 賀茂精神医療センター 院長  委 員 佐々木 伸孝 (一社)尾道市医師会 副会長  委 員 志村 司 県立障害者リハビリテーションセンター 若草園 園長 委 員 濵本 千春 広島県訪問看護ステーション協議会 研修委員 委 員 兵藤 純夫 (社福)三篠会 重症児・者福祉医療施設 原 院長 委 員 福原 里恵 県立広島病院 新生児科 主任部長 広島県小児科医会小児在宅医療推進委員会 委員長 委 員 馬渡 英夫 県立障害者リハビリテーションセンター 若草療育園 園長 委 員 村尾 晴美 広島県重症心身障害児（者）を守る会 理事 委 員 米川 晃 （協議会委員） 広島県障害児（者）地域療育等支援事業連絡協議会 会長  委 員 西岡 律子 （協議会委員） 広島県教育委員会事務局教育部 特別支援教育課 課長 委 員 岩崎 和浩 （協議会委員） 広島県健康福祉局 障害者支援課 課長 


